
３
月
定
例
会
で
、令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

３
月
定
例
会
で
、令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

                                           
                                           

2020
議
案
を
可
決

議
案
を
可
決

３
月
定
例
会
で
、令
和
７
年
度
一
般
会
計
予
算
な
ど

                                           

20
議
案
を
可
決
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議
員
任
期
最
後
の
定
例
会
で
あ

る
令
和
７
年
３
月
定
例
会
は
、
２

月
19
日
か
ら
３
月
13
日
ま
で
の
会

期
23
日
間
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら

令
和
７
年
度
茂
原
市
一
般
会
計
予

算
を
は
じ
め
と
し
た
予
算
関
係
９

議
案
、
茂
原
市
治
山
事
業
分
担

金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
な

ど
11
議
案
の
計
20
議
案
が
提
出
さ

れ
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
12
月
定
例
会
に
提
出
さ

れ
、
閉
会
中
の
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
令
和
６
年
陳
情
第
２
号

「
地
籍
調
査
事
業
の
早
期
着
手
に

関
す
る
陳
情
」
に
つ
い
て
も
、
採

択
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
茂
原
市
議
会
の
個
人

情
報
の
保
護
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
な
ど

議
員
発
議
に
よ
る
提
案
が
３
件
あ

り
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
茂
原
市
議
会
副
議
長
で

あ
る
田
畑 

毅 

議
員
が
、
３
月
７

日
に
千
葉
県
議
会
議
員
補
欠
選

挙
の
立
候
補
届
出
を
行
い
、同
日
、

市
議
会
議
員
を
失
職
し
ま
し
た
。

そ
の
た
め
、
副
議
長
が
欠
員
と
な

り
、定
例
会
最
終
日
（
３
月
13
日
）

に
副
議
長
の
選
挙
を
行
い
、
新
た

に
向
後 

研
二 

議
員
が
副
議
長
に

就
任（
令
和
７
年
４
月
30
日
ま
で
）

さ
れ
ま
し
た
。

３
月 

定 

例 

会

議 

案 

の 

概 

要

━ 

予
算
関
係 

━ 

◎
議
案
第
１
号「
令
和
６
年
度
茂
原

市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
６
号
）」

【
内
容
】   

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
13
億
９
４
５
８
万
５
千
円
を
追

加
し
、
そ
の
総
額
を
３
６
４
億
１

８
７
８
万
９
千
円
と
す
る
も
の
で

す
。
そ
の
内
容
は
、
令
和
６
年
度

住
民
税
非
課
税
世
帯
に
対
し
、
１

世
帯
当
た
り
３
万
円
を
給
付
す
る

と
と
も
に
、
こ
ど
も
加
算
と
し
て
、

当
該
世
帯
員
で
あ
る
18
歳
以
下
の

児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
を
給
付

す
る
た
め
の
令
和
６
年
度
住
民
税

非
課
税
世
帯
給
付
金
給
付
事
業
等

の
増
に
よ
り
、
増
額
補
正
す
る
も

の
で
す
。

◎
議
案
第
２
号
「
令
和
６
年
度
茂

原
市
特
別
会
計
介
護
保
険
事
業
費

補
正
予
算
（
第
２
号
）」

【
内
容
】   

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額

に
１
億
７
５
０
８
万
７
千
円
を
追

加
し
、
そ
の
総
額
を
86
億
３
１
９

９
万
４
千
円
と
す
る
も
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、
当
初
の
見
込
み
よ

り
も
サ
ー
ビ
ス
利
用
の
増
加
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
と
、
令
和
６
年
度

の
介
護
報
酬
改
定
に
よ
り
サ
ー
ビ

ス
の
基
本
報
酬
が
上
が
っ
た
こ
と

に
よ
る
保
険
給
付
費
の
増
に
よ

り
、
増
額
補
正
す
る
も
の
で
す
。

━ 

条
例
関
係 

━ 

◎
議
案
第
10
号
「
茂
原
市
治
山
事

業
分
担
金
徴
収
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
」

【
内
容
】 

大
雨
等
に
よ
り
崩
壊
し

た
山
の
斜
面
を
復
旧
す
る
「
小
規

模
治
山
緊
急
整
備
事
業
」
を
実
施

す
る
に
あ
た
り
、
地
方
自
治
法
の

規
定
に
基
づ
き
、
当
該
事
業
に
よ

り
特
に
利
益
を
受
け
る
受
益
者
か

ら
分
担
金
を
徴
収
す
る
た
め
、
新

規
に
条
例
を
制
定
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
11
号
「
刑
法
等
の
一
部

を
改
正
す
る
法
律
の
施
行
に
伴
う

関
係
条
例
の
整
理
等
に
関
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

刑
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
が
令
和
７
年
６
月
１
日

に
施
行
と
な
り
、
懲
役
及
び
禁
錮

が
廃
止
さ
れ
、
拘
禁
刑
が
創
設
さ

れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
関
連
す
る

５
つ
の
条
例
に
つ
い
て
、
各
条
例

中
に
規
定
さ
れ
た
「
懲
役
」
及
び

「
禁
錮
」
を
「
拘
禁
刑
」
に
改
め

る
ほ
か
、
用
語
の
修
正
を
行
う
も

の
で
す
。

◎
議
案
第
12
号
「
茂
原
市
個
人
番

号
の
利
用
及
び
特
定
個
人
情
報
の

提
供
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番

号
の
利
用
等
に
関
す
る
法
律
、
い

わ
ゆ
る
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
」
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
令
和
７

年
４
月
１
日
に
施
行
と
な
る
こ
と

に
よ
り
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
法
第
２

条
第
８
項
以
降
の
項
が
１
項
ず
つ

ず
れ
る
こ
と
等
に
伴
い
、
本
市
条

例
の
引
用
部
分
の
条
項
ず
れ
の
修

正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
13
号
「
茂
原
市
職
員
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

茂
原
市
職
員
の
給
与
に

関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
が
令
和
６
年
12
月
定
例
会
に

お
い
て
可
決
さ
れ
、
令
和
７
年
４

月
１
日
か
ら
新
た
な
給
料
表
が
適

用
さ
れ
る
こ
と
に
伴
い
、
切
替
日

で
あ
る
令
和
７
年
４
月
１
日
の
前

日
か
ら
引
き
続
き
在
職
す
る
職
員

に
つ
い
て
、
切
替
日
の
前
日
の
職

務
の
級
及
び
号
給
に
応
じ
て
、
新

た
な
職
務
の
級
及
び
号
給
へ
と
切

り
替
え
る
「
切
替
表
」
を
定
め
る

必
要
が
あ
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
14
号
「
茂
原
市
税
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

公
益
信
託
に
関
す
る
法

律
が
改
正
さ
れ
、
新
た
な
公
益
信

託
制
度
が
創
設
さ
れ
る
こ
と
に
伴

い
、
地
方
税
法
等
の
関
連
す
る
法

律
等
が
改
正
さ
れ
た
こ
と
等
に
よ

り
、
本
市
条
例
の
寄
附
金
税
額
控

除
に
関
す
る
規
定
に
お
い
て
、
関

連
す
る
法
律
等
の
引
用
部
分
の
修

正
等
を
行
う
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
15
号
「
茂
原
市
立
中
学

校
設
置
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

令
和
４
年
１
月
に
策
定

し
た
茂
原
市
学
校
再
編
第
二
次
実

施
計
画
に
基
づ
き
、
茂
原
市
立
南

中
学
校
と
茂
原
市
立
早
野
中
学
校

が
、
令
和
８
年
４
月
１
日
に
統
合

す
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の
改
正

を
す
る
も
の
で
す
。

◎
議
案
第
16
号
「
茂
原
市
い
じ
め

等
問
題
対
策
連
絡
協
議
会
等
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

令
和
６
年
12
月
定
例
会

に
お
い
て
、
茂
原
市
行
政
組
織
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
が
可

決
さ
れ
、
令
和
７
年
４
月
１
日
に

「
総
務
部
」
を
「
総
合
企
画
部
」

に
改
め
る
こ
と
に
伴
い
、
所
要
の

改
正
を
す
る
も
の
で
す
。
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も
の
で
す
。

━ 

そ
の
他 

━ 

◎
議
案
第
19
号
「
市
道
路
線
の
認

定
に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

市
民
の
一
般
交
通
の
利

便
を
図
る
た
め
に
４
路
線
を
認
定

し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
道

路
法
第
８
条
第
２
項
の
規
定
に
よ

り
、
議
会
の
議
決
を
求
め
る
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
20
号
「
権
利
の
放
棄
に

つ
い
て
」

【
内
容
】   

行
政
財
産
使
用
料
の
債

権
に
つ
い
て
、
法
人
で
あ
る
債
務

者
に
資
力
が
な
く
、
そ
の
事
業
を

再
開
す
る
見
込
み
が
な
い
こ
と
か

ら
、
債
権
を
放
棄
す
る
こ
と
に
つ

い
て
、
地
方
自
治
法
第
96
条
第
１

項
第
10
号
の
規
定
に
よ
り
、
議
会

の
議
決
を
求
め
る
も
の
で
す
。

　

令
和
７
年
度
一
般
会
計
の
予
算

審
査
を
行
う
予
算
審
査
特
別
委
員

会
が
２
月
28
日
に
設
置
さ
れ
、
そ

の
審
査
が
３
月
４
日
か
ら
５
日
に

か
け
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

特
別
委
員
会
を
設
置

◎
議
案
第
17
号
「
茂
原
市
包
括
的

支
援
事
業
の
実
施
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
」

【
内
容
】   
介
護
保
険
法
施
行
規
則

の
改
正
に
伴
い
、
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
に
常
勤
の
配
置
が
必
要

と
さ
れ
て
い
る
保
健
師
、
社
会
福

祉
士
、
主
任
介
護
支
援
専
門
員
の

３
職
種
に
つ
い
て
、
人
材
確
保
が

困
難
な
現
状
を
踏
ま
え
、
同
一
職

種
の
非
常
勤
職
員
２
名
が
午
前
、

午
後
に
そ
れ
ぞ
れ
勤
務
す
る
場
合

に
も
常
勤
換
算
方
法
に
よ
り
、
基

準
を
満
た
す
こ
と
を
可
能
と
す
る

な
ど
、
所
要
の
改
正
を
す
る
も
の

で
す
。

◎
議
案
第
18
号
「
茂
原
市
公
共
下

水
道
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て
」

【
内
容
】   

令
和
７
年
４
月
１
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
下
水
道
法
施
行
令

の
一
部
改
正
に
伴
い
、
水
質
の
測

定
基
準
の
ひ
と
つ
の
「
大
腸
菌
群

数
」
が
、
よ
り
正
確
な
指
標
で
あ

る
「
大
腸
菌
数
」
に
変
更
さ
れ
た
。

ま
た
、
国
が
定
め
る
標
準
下
水
道

条
例
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
下
水

道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
の

営
業
所
へ
の
専
属
に
係
る
規
制
を

廃
止
し
、
複
数
営
業
所
の
兼
任
を

認
め
た
こ
と
か
ら
、
本
市
条
例
に

お
い
て
も
、
所
要
の
改
正
を
す
る

令
和
７
年
度
一
般
会
計

予
算
審
査
特
別
委
員
会
委
員

委 

員 

長　

中　

山　

和　

夫

副
委
員
長　

小
久
保　

と
も
こ

委　
　

員　

竹　

村　
　
　

聡

　
　
〃　
　

小　

倉　

義　

久

　
　
〃
　
　
御　

園　

敏　

之

　
　
〃
　
　
横　

堀　

喜
一
郎

　
　
〃
　
　
向　

後　

研　

二

　
　
〃
　
　
杉　

浦　

康　

一

　
　
〃
　
　
細　

谷　

菜
穂
子

　
　
〃
　
　
ま
す
だ　

よ
し
お

　
　
〃
　
　
常　

泉　

健　

一
予算審査特別委員会審査風景

令和７年度予算の概要    　　 　　　　（単位：千円、％）
区　　　分 和７年度当初 

　予算額　①
令和６年度※ 
予算額　②

増減額　③ 
①－②

増減率 
③／②

一　　般　　会　　計 33,970,000 33,576,014 393,986 1.2

特
別
会
計

国 民 健 康 保 険 事 業 費 9,596,844 9,852,227 ▲ 255,383 ▲ 2.6
駐 車 場 事 業 費 44,726 46,727 ▲ 2,001 ▲ 4.3
介 護 保 険 事 業 費 8,830,861 8,354,364 476,497 5.7
後 期 高 齢 者 医 療 事 業 費 1,684,204 1,652,731 31,473 1.9

小　　　　　　計 20,156,635 19,906,049 250,586 1.3
合　　　　　　　　計 54,126,635 53,482,063 644,572 1.2

※令和６年度一般会計当初予算は骨格予算であったため、令和６年６月補正（先議分含む）予算を肉付け予算とし、肉付け後の予算を使用
して増減額、増減率を算出している。特別会計は当初予算を使用している。

区　　　分 令和７年度当初 
　予算額　①

令和６年度当初 
予算額　②

増減額　③ 
①－②

増減率 
③／②

公
営
企
業
会
計

下水道事業会計

収 益 的 収 支 収入 1,391,558 1,415,807 ▲ 24,249 ▲ 1.7
支出 1,370,211 1,395,447 ▲ 25,236 ▲ 1.8

資 本 的 収 支 収入 1,656,421 1,425,585 230,836 16.2
支出 2,264,378 1,940,679 323,699 16.7

農業集落排水事業会計

収 益 的 収 支 収入 436,288 436,402 ▲ 114 ▲ 0.0
支出 428,193 429,020 ▲ 827 ▲ 0.2

資 本 的 収 支 収入 433,209 307,528 125,681 40.9
支出 513,604 414,640 98,964 23.9
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令和７年３月定例会　議員別表決・審議結果一覧

　　　　　　　　　　　　　　　 　      議　員　名　等 
 
　　　議　案　名　等

審議結果

竹
　
村
　
　
　
聡

小
　
倉
　
義
　
久

御
　
園
　
敏
　
之

工
　
藤
　
孝
　
弘

河
　
野
　
英
　
美

横
　
堀
　
喜
一
郎

河
　
野
　
健
　
市

高
　
山
　
佳
　
久

石
　
毛
　
隆
　
夫

岡
　
沢
　
与
志
隆

向
　
後
　
研
　
二

杉
　
浦
　
康
　
一

小
久
保
　
と
も
こ

金
　
坂
　
道
　
人

中
　
山
　
和
　
夫

細
　
谷
　
菜
穂
子

鈴
　
木
　
敏
　
文

平
　
　
　
ゆ
き
子

ま
す
だ
　
よ
し
お

三
　
橋
　
弘
　
明

常
　
泉
　
健
　
一

議
　
　
　
　
案

第１号 令和６年度茂原市一般会計補正予算（第６号） 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２号 令和６年度茂原市特別会計介護保険事業費補正
予算（第２号） 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３号 令和７年度茂原市一般会計予算 可決 賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

第４号 令和７年度茂原市特別会計国民健康保険事業費
予算 可決 賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

第５号 令和７年度茂原市特別会計駐車場事業費予算 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第６号 令和７年度茂原市特別会計介護保険事業費予算 可決 賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

第７号 令和７年度茂原市特別会計後期高齢者医療事業
費予算 可決 賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

第８号 令和７年度茂原市下水道事業会計予算 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第９号 令和７年度茂原市農業集落排水事業会計予算 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第10号 茂原市治山事業分担金徴収条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第11号 刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関係
条例の整理等に関する条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第12号
茂原市個人番号の利用及び特定個人情報の提供
に関する条例の一部を改正する条例の制定につ
いて

可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第13号 茂原市職員の給与に関する条例の一部を改正す
る条例の一部を改正する条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第14号 茂原市税条例の一部を改正する条例の制定につ
いて 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第15号 茂原市立中学校設置条例の一部を改正する条例
の制定について 可決 賛成多数 ○ ○ 退 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退

第16号 茂原市いじめ等問題対策連絡協議会等条例の一
部を改正する条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第17号 茂原市包括的支援事業の実施に関する基準を定
める条例の一部を改正する条例の制定について 可決 賛成多数 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○

第18号 茂原市公共下水道条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第19号 市道路線の認定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第20号 権利の放棄について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

陳
情

令和６年 
第２号 地籍調査事業の早期着手に関する陳情 採択 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

発 

議 

案

第１号 茂原市議会の個人情報の保護に関する条例の一
部を改正する条例の制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第２号 茂原市議会会議規則の一部を改正する規則の制
定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第３号 茂原市議会委員会条例の一部を改正する条例の
制定について 可決 全会一致 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

※表の見方　　○：賛成　　×：反対　　退：退席
※議長は表決に参加しないため、空欄になっています。
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一
般
質
問

３
月
定
例
会
で
は
、
７
名
の
議

員
が
登
壇
し
、
市
の
政
策
に
つ
い

て
提
言
し
、
課
題
や
市
政
運
営
等

に
つ
い
て
質
問
し
ま
し
た
。
そ
の

一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド
か

ら
各
議
員
の
質
問
映
像
が
視
聴
で

き
ま
す
。

 

石
毛 

隆
夫 

議
員

　
　
　
　
　   

（
公
明
党
）

○
物
価
高
騰
対
策
に
つ
い
て

燃
え
る
ご
み
専
用
袋
配
付
事

業
と
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
は
、
大
変
に

好
評
な
事
業
で
あ
り
、
重
点
支
援

地
方
交
付
金
を
活
用
し
、
今
後
も

継
続
的
に
続
け
て
い
た
だ
き
た
い

と
考
え
る
が
、
見
解
を
伺
う
。

令
和
５
年
度
及
び
令
和
６
年

度
に
実
施
し
た
燃
え
る
ご
み

専
用
袋
配
付
事
業
に
つ
い
て
、
市

民
の
皆
さ
ん
か
ら
は
、
物
価
が
高

騰
し
て
い
る
中
、
日
用
品
で
あ
る

ご
み
袋
を
無
料
で
も
ら
え
る
の
は

大
変
あ
り
が
た
い
と
い
う
声
を
多

数
い
た
だ
い
た
。
令
和
６
年
度
に

問答

実
施
し
た
茂
原
市
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
決
済
ポ
イ
ン
ト
還
元
事
業
に
つ

い
て
は
、
事
業
終
了
後
に
行
っ
た

分
析
の
結
果
、
若
年
層
か
ら
高
齢

者
層
ま
で
幅
広
く
利
用
が
あ
り
、

概
ね
好
評
を
い
た
だ
い
た
も
の
と

考
え
る
。
ま
た
、
利
用
者
に
と
っ

て
は
ポ
イ
ン
ト
還
元
に
よ
り
安
価

に
商
品
の
購
入
や
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
を
受
け
ら
れ
た
こ
と
、
事
業
者

に
と
っ
て
は
売
り
上
げ
の
向
上
が

図
ら
れ
た
こ
と
か
ら
、
物
価
高
騰

対
策
と
し
て
の
効
果
が
あ
っ
た
も

の
と
考
え
て
い
る
。
な
お
、
今
後

の
実
施
に
つ
い
て
は
、
他
の
事
業

と
の
優
先
度
や
有
効
性
を
見
極
め

な
が
ら
、
前
向
き
に
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
住
民
税
非
課
税
世
帯
へ
の
給
付

に
つ
い
て

住
民
税
非
課
税
世
帯
一
世

帯
当
た
り
３
万
円
の
給
付

と
住
民
税
非
課
税
世
帯
の
う
ち
子

育
て
世
帯
へ
の
子
ど
も
一
人
当
た

り
２
万
円
の
加
算
措
置
に
つ
い

て
、
給
付
時
期
を
早
め
て
い
た
だ

く
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
、
見

解
を
伺
う
。

令
和
６
年
12
月
17
日
付
け
で

国
の
支
給
要
領
が
通
知
さ
れ

た
の
を
受
け
、
電
算
シ
ス
テ
ム
の

改
修
、
通
知
書
等
の
印
刷
業
務
、

事
務
局
や
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
開
設

問答

に
伴
う
委
託
業
務
な
ど
の
準
備
に

着
手
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
本
会

議
で
の
補
正
予
算
の
可
決
後
、
す

み
や
か
に
給
付
を
行
え
る
よ
う
準

備
し
て
お
り
、
振
込
口
座
を
把
握

し
て
い
る
世
帯
に
つ
い
て
は
、
４

月
の
第
２
週
に
給
付
に
関
す
る
お

知
ら
せ
を
発
送
し
、
給
付
の
辞
退

や
振
込
先
変
更
な
ど
の
受
付
期
間

を
設
け
た
後
に
給
付
と
な
る
予
定

で
あ
る
。
な
お
、
給
付
す
る
世
帯

に
18
歳
以
下
の
児
童
が
い
る
場
合

は
、
児
童
１
人
当
た
り
２
万
円
の

加
算
金
を
６
月
中
旬
に
振
り
込
む

予
定
で
あ
る
。

 

御
園 

敏
之 

議
員

　
　
　
　
　      （
緑
風
会
）

○
民
生
委
員
児
童
委
員
の
担
い
手

不
足
解
消
に
向
け
て

民
生
委
員
児
童
委
員
の
ブ

ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
を
高
め
る

そ
の
他
の
質
問
事
項

（
石
毛
　
隆
夫 

議
員
）

・
英
検
検
定
料
の
公
費
負
担
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

・
税
制
改
正
に
つ
い
て

問

こ
と
が
や
り
が
い
の
醸
成
に
、
ま

た
民
生
委
員
協
力
員
制
度
を
導
入

す
る
こ
と
が
負
担
軽
減
を
図
る
こ

と
に
繋
が
り
、
担
い
手
不
足
解
消

の
一
助
に
な
る
と
考
え
る
が
当
局

の
見
解
を
伺
う
。

民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
厚

生
労
働
大
臣
と
千
葉
県
知

事
の
委
嘱
を
受
け
、「
地
域
の
困

り
ご
と
の
身
近
な
相
談
相
手
」
と

し
て
活
動
し
て
い
る
。
そ
の
活
動

内
容
や
意
義
を
幅
広
い
年
代
に
周

知
し
、理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
が
、

委
員
の
や
り
が
い
の
醸
成
や
担
い

手
不
足
解
消
に
つ
な
が
る
と
考
え

る
。
ま
た
、
民
生
委
員
児
童
委
員

の
負
担
軽
減
に
つ
い
て
は
、
改
め

て
聞
き
取
り
等
を
行
い
、
負
担
と

な
っ
て
い
る
業
務
を
把
握
し
た
う

え
で
、
必
要
な
措
置
を
講
じ
て
い

き
、
そ
の
な
か
で
民
生
委
員
協
力

員
制
度
に
つ
い
て
調
査
研
究
し
て

い
く
。

○
小
学
校
の
読
書
習
慣
の
推
進
に

向
け
て学

校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

確
保
・
育
成
に
向
け
た
取
り

組
み
を
伺
う
。
ま
た
、
児
童
が
主

体
的
に
本
を
選
べ
る
環
境
を
作
る

た
め
、
学
校
図
書
館
に
市
立
図
書

館
の
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
設
置

す
る
こ
と
が
有
効
と
考
え
る
が
、

市
の
見
解
を
伺
う
。

答問

答
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

確
保
に
つ
い
て
は
、
市
公
式

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
や
学
校
だ
よ
り
等

を
通
じ
て
努
め
て
い
る
と
こ
ろ
で

あ
り
、
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
育
成
に
つ
い
て
は
、
市
立
図

書
館
に
お
い
て
、「
お
は
な
し
会

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座
」
を
開

催
し
て
お
り
、
参
加
を
促
す
な
ど

活
動
の
充
実
を
努
め
て
い
く
。
ま

た
、
学
校
図
書
館
に
市
立
図
書
館

の
リ
ク
エ
ス
ト
カ
ー
ド
を
設
置
す

る
こ
と
は
、
よ
り
多
く
の
児
童
か

ら
本
の
リ
ク
エ
ス
ト
が
聞
け
る
な

ど
、
学
校
図
書
館
の
活
用
推
進
に

有
効
な
手
段
と
考
え
る
の
で
、
設

置
に
向
け
た
検
討
を
関
係
各
所
と

行
っ
て
い
く
。

 

三
橋 

弘
明 

議
員

　
　
　
　
　
　
　（
志
友
会
）

○
農
業
問
題
に
つ
い
て

農
家
の
高
齢
化
や
後
継
者
不

足
に
よ
り
、
地
域
農
業
の
先

行
き
に
不
安
が
あ
る
。
昨
年
は
久

そ
の
他
の
質
問
事
項

（
御
園
　
敏
之 

議
員
）

・
郵
便
局
へ
の
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

の
交
付
申
請
受
付
等
業
務
の
委
託
に

つ
い
て

・
民
生
委
員
児
童
委
員
の
活
動
内
容
の

周
知
、
理
解
促
進
に
つ
い
て

・
学
校
図
書
館
の
整
備
、
司
書
の
配
置

状
況
に
つ
い
て

問
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し
ぶ
り
に
米
価
が
上
昇
し
た
が
、

稲
作
経
営
に
は
機
械
等
経
費
が
か

か
る
。地
域
農
業
維
持
の
た
め
に
、

地
域
計
画
へ
の
取
り
組
み
が
必
要

と
思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

地
域
計
画
の
策
定
は
、
各
地

域
で
十
分
な
協
議
を
行
う
こ

と
で
、
農
業
の
課
題
を
地
域
全
体

で
共
有
す
る
こ
と
に
よ
り
、
具
体

的
な
解
決
策
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
ま
た
、
地
域
計
画
の
策
定

が
採
択
の
要
件
と
な
っ
て
い
る
補

助
事
業
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ

か
ら
の
農
業
振
興
に
は
、
必
要
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。

○
災
害
対
策
に
つ
い
て

地
震
対
策
の
基
本
は
備
え

る
と
の
こ
と
で
、
市
の
対

策
状
況
を
伺
う
。
ま
た
、
避
難
所

に
井
戸
の
設
置
が
必
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
の
見
解
を
伺
う
。

東
日
本
大
震
災
を
は
じ
め
と

す
る
過
去
の
震
災
で
得
ら
れ

た
教
訓
に
よ
り
、
災
害
に
よ
る
被

害
を
最
小
限
に
抑
え
る
た
め
に
は
、

自
助
・
共
助
・
公
助
に
よ
る
取
り

組
み
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
。
こ

の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
市
で
は
自

助
と
し
て
行
う
、
家
屋
等
の
安
全

対
策
や
、
家
庭
で
の
備
蓄
の
重
要

性
に
つ
い
て
、
広
報
や
市
公
式
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
、
出
前
講
座
、
イ
ベ
ン

ト
な
ど
、
様
々
な
方
法
・
機
会
を

答問答

活
用
し
て
市
民
に
周
知
を
図
っ
て

い
る
。
ま
た
、
共
助
の
中
心
と
な

る
自
主
防
災
組
織
や
避
難
所
運
営

委
員
会
に
対
す
る
支
援
に
は
重
点

を
お
い
て
お
り
、
地
域
で
は
防
災

訓
練
を
通
じ
た
助
言
・
指
導
や
、

資
機
材
購
入
費
及
び
活
動
費
へ
の

助
成
等
を
行
っ
て
い
る
。
な
お
、

公
助
と
し
て
は
、
避
難
所
の
環
境

整
備
や
備
蓄
品
の
管
理
、
情
報
伝

達
手
段
の
整
備
を
は
じ
め
、
国
や

県
、
警
察
、
自
衛
隊
等
の
関
係
機

関
と
の
連
携
強
化
や
民
間
企
業
と

の
協
定
に
よ
る
支
援
の
確
保
、
受

援
体
制
の
構
築
・
強
化
な
ど
を
図
っ

て
い
る
。
次
に
、
避
難
所
へ
の
井

戸
の
設
置
に
つ
い
て
は
、
大
規
模

災
害
時
に
は
、
水
道
の
断
水
に
よ

り
生
活
用
水
の
確
保
が
困
難
に
な

る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
た
め
、
地

下
水
の
活
用
は
有
効
な
手
段
の
一

つ
で
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
。
現

在
の
と
こ
ろ
、
各
避
難
所
へ
の
井

戸
の
設
置
は
考
え
て
い
な
い
が
、

災
害
時
の
生
活
用
水
確
保
の
方
法

と
し
て
、
災
害
時
協
力
井
戸
の
登

録
制
度
が
有
効
で
あ
る
と
考
え
、

体
制
づ
く
り
に
努
め
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

（
三
橋
　
弘
明 

議
員
）

・
入
札
制
度
の
見
直
し
に
つ
い
て

・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て

・
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
に
よ
る
市
の
活
性
化

に
つ
い
て

 

横
堀 

喜
一
郎 

議
員

　
　
　
　
　  （
薫
風
も
ば
ら
）

○
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助
成

の
概
要
に
つ
い
て

帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
助

成
が
、
本
年
４
月
１
日
か
ら

始
ま
る
。
昨
年
末
の
厚
労
省
ワ
ク

チ
ン
分
科
会
の
検
討
結
果
に
よ
り

定
期
接
種
化
を
開
始
す
る
こ
と
と

な
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
市
の
定
期

接
種
化
の
内
容
に
つ
い
て
伺
う
。

国
に
お
い
て
、
今
後
、
予
防

接
種
法
の
関
係
政
省
令
が
改

正
さ
れ
る
予
定
だ
が
、
主
に
個
人

の
発
病
又
は
そ
の
重
症
化
の
防
止

を
目
的
と
し
た
予
防
接
種
法
上
の

Ｂ
類
疾
病
に
位
置
付
け
、
本
年
４

月
１
日
か
ら
定
期
接
種
と
し
て
開

始
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。
対

象
者
は
、
年
度
内
に
65
歳
を
迎
え

る
方
、
60
歳
か
ら
64
歳
で
ヒ
ト
免

疫
不
全
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
免
疫
の

機
能
の
障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活

が
ほ
と
ん
ど
不
可
能
な
方
と
な

る
。
さ
ら
に
、
令
和
７
年
度
か
ら

令
和
11
年
度
ま
で
の
５
年
間
の
経

過
措
置
と
し
て
、
65
歳
以
上
の
す

べ
て
の
方
の
接
種
機
会
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
そ
の
年
度
内
に
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、
１
０
０
歳
と
な
る
方
も
対

象
と
な
る
。
な
お
、
１
０
０
歳
以

上
の
方
は
、
令
和
７
年
度
に
限
り

問答

全
員
対
象
と
な
る
。

○
定
期
接
種
対
象
年
齢
か
ら
外
れ

る
方
が
、
接
種
を
希
望
す
る
場
合

に
つ
い
て

定
期
接
種
対
象
年
齢
か
ら

外
れ
る
年
齢
の
方
で
、
早
期

に
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
希

望
す
る
方
へ
の
対
応
は
ど
う
す
る

の
か
伺
う
。

令
和
７
年
度
か
ら
令
和
11
年

度
ま
で
の
５
年
間
の
経
過
措

置
期
間
中
に
つ
い
て
は
、
希
望
し

た
と
き
に
接
種
が
で
き
る
よ
う

に
、
65
歳
以
上
で
定
期
接
種
の
対

象
年
齢
に
該
当
し
な
い
方
を
任
意

接
種
の
対
象
と
し
、
定
期
接
種
と

同
様
の
費
用
助
成
を
行
っ
て
い
く

予
定
で
あ
る
。

問答

 

平 

ゆ
き
子 

議
員

                      （
無
会
派
）

○
公
共
交
通
の
拡
充
に
つ
い
て

地
域
公
共
交
通
計
画
の
取

り
組
み
の
中
で
、
市
民
要

望
を
反
映
す
る
た
め
、
市
民
バ
ス

と
デ
マ
ン
ド
交
通
の
運
行
エ
リ
ア

や
ダ
イ
ヤ
の
見
直
し
を
検
討
中
と

の
こ
と
。
市
民
要
望
に
応
え
る
一

番
の
対
応
策
は
、
市
民
バ
ス
と
デ

マ
ン
ド
用
の
タ
ク
シ
ー
台
数
を
増

や
す
こ
と
だ
と
考
え
る
が
、
市
の

見
解
は
。

市
民
バ
ス
に
つ
い
て
は
、
利

便
性
向
上
が
図
ら
れ
る
よ

う
北
部
コ
ー
ス
で
運
行
し
て
い
る

市
民
バ
ス
を
南
部
コ
ー
ス
や
東
部

コ
ー
ス
に
移
行
す
る
検
討
を
し
て

い
る
。
ま
た
、
デ
マ
ン
ド
交
通
に
つ

い
て
も
、
現
在
の
車
両
台
数
及
び

運
行
日
数
で
の
運
行
エ
リ
ア
拡
大

を
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

○
介
護
保
険
制
度
に
つ
い
て

県
内
に
お
け
る
本
市
の
介
護

保
険
料
の
現
状
及
び
本
市
の

滞
納
状
況
は
。
ま
た
、
介
護
保
険

料
の
滞
納
に
よ
り
介
護
サ
ー
ビ
ス

を
受
け
ら
れ
ず
、
日
常
生
活
に
支

障
が
出
て
い
な
い
か
な
ど
の
実
態

問答問

そ
の
他
の
質
問
事
項

（
横
堀
　
喜
一
郎 

議
員
）

・
対
象
年
齢
を
50
歳
に
拡
大
す
る
考
え

に
つ
い
て

・
産
業
用
地
開
発
に
つ
い
て

・
道
の
駅
の
規
模
に
つ
い
て
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調
査
を
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、そ
の
対
応
を
併
せ
て
伺
う
。

ま
ず
、
本
市
に
お
け
る
65
歳

以
上
の
方
の
介
護
保
険
料

は
、
本
人
及
び
世
帯
の
所
得
に

応
じ
て
、
年
額
１
万
７
４
０
０

円
か
ら
14
万
６
８
０
０
円
ま
で

の
13
段
階
で
設
定
し
て
い
る
。

こ
の
う
ち
、
基
準
と
な
る
第
５

段
階
の
介
護
保
険
料
は
年
額

６
万
１
２
０
０
円
で
あ
り
、
こ
れ

は
県
内
37
市
中
５
番
目
に
低
い
金

額
で
あ
る
。
次
に
、
令
和
６
年

度
当
初
に
お
け
る
65
歳
以
上
の

方
の
介
護
保
険
料
の
滞
納
状
況

は
、
被
保
険
者
数
２
万
９
５
１
５

人
に
対
し
、
滞
納
者
数
は
５
２
５

人
で
全
体
の

１．８
％
、
滞
納
額
は

２
７
８
５
万
１
３
０
０
円
で
あ

る
。
な
お
、
給
付
制
限
を
受
け
て

い
る
16
人
の
う
ち
、
実
際
に
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
自
己
負
担
割
合
が
３
割
と

な
っ
た
２
人
で
あ
り
、
こ
の
２
人

に
つ
い
て
は
、
定
期
的
に
介
護
支

援
専
門
員
が
訪
問
し
、
状
況
を
把

握
し
て
い
る
た
め
、
問
題
は
な
い

も
の
と
考
え
て
い
る
。

答
 

向
後 

研
二 

議
員

　
　
　
　
　
　（
令
和
茂
原
）

○
ペ
ッ
ト
と
の
避
難
に
つ
い
て

本
市
の
ペ
ッ
ト
登
録
数
及
び

同
行
避
難
が
可
能
な
避
難
所

で
の
受
け
入
れ
可
能
な
ペ
ッ
ト
数

は
。
ま
た
、
ペ
ッ
ト
と
の
同
室
避

難
の
検
討
は
進
ん
で
い
る
の
か
併

せ
て
伺
う
。

市
で
把
握
し
て
い
る
ペ
ッ
ト

の
数
は
登
録
制
度
の
あ
る
犬

の
み
で
あ
り
、
令
和
７
年
１
月
末

時
点
で
５
２
４
９
頭
で
あ
る
。
ま

た
、
受
け
入
れ
可
能
な
ペ
ッ
ト
の

数
と
し
て
は
、
ペ
ッ
ト
の
大
き
さ

や
種
類
に
よ
り
異
な
る
が
、
一
般

的
な
中
型
犬
用
ク
レ
ー
ト
を
用
い

た
場
合
、
１
避
難
所
あ
た
り
40
頭

程
度
、
全
体
で
８
０
０
頭
程
度
に

な
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
な
お
、

ペ
ッ
ト
と
共
に
避
難
で
き
る
環
境

づ
く
り
は
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
い
る
が
、
避
難
所
に
は
動
物
が

苦
手
な
方
や
ア
レ
ル
ギ
ー
を
持
つ

方
な
ど
も
い
る
た
め
、
他
の
避
難

者
と
分
け
た
空
間
を
確
保
す
る
必

要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
ペ
ッ
ト
と

の
同
室
避
難
に
つ
い
て
は
慎
重
に

検
討
を
進
め
て
い
る
。

○
部
活
動
地
域
移
行
に
つ
い
て

休
日
の
学
校
部
活
動
地
域
移

行
の
進
捗
状
況
は
。
ま
た
、

問答問

地
域
移
行
を
推
進
し
て
い
く
う
え

で
の
今
後
の
課
題
と
対
応
策
に
つ

い
て
併
せ
て
伺
う
。

休
日
の
部
活
動
地
域
移
行
に

お
け
る
進
捗
状
況
は
、
ま
ず

柔
道
部
に
つ
い
て
、
令
和
６
年
２

月
か
ら
学
校
部
活
動
と
並
行
し
て

地
域
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
を
開
始

し
、
同
年
９
月
か
ら
完
全
に
移
行

し
て
い
る
。
今
年
度
は
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
部
の
地
域
移
行
へ
の
取
り

組
み
を
行
っ
た
が
、
休
日
の
夜
間

に
受
け
入
れ
て
く
れ
る
地
域
ク
ラ

ブ
は
あ
っ
た
も
の
の
、
全
て
の
生

徒
の
希
望
に
沿
う
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
た
め
、
令
和
８
年
３
月
ま

で
募
集
期
間
を
延
長
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
来
年
度
は
、
茂
原
市
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
が
主
体
と

な
っ
て
中
学
生
を
対
象
と
す
る
休

日
の
活
動
を
開
始
す
る
予
定
で
あ

り
、
そ
の
他
の
部
活
動
に
つ
い
て

も
、準
備
を
進
め
て
い
く
。
次
に
、

地
域
移
行
に
お
け
る
本
市
の
課
題

と
し
て
は
、
受
け
入
れ
る
地
域
ク

ラ
ブ
が
不
足
し
て
い
る
こ
と
で
あ

る
。
対
応
策
と
し
て
は
、
市
ス

ポ
ー
ツ
協
会
な
ど
の
関
係
機
関
と

連
携
を
強
化
し
協
力
を
お
願
い
し

て
い
く
こ
と
、
人
材
バ
ン
ク
の
周

知
を
図
る
こ
と
、
学
校
顧
問
と
地

域
ク
ラ
ブ
の
合
同
会
議
を
継
続
し

て
開
催
し
情
報
共
有
を
図
る
こ
と

な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
く
。な
お
、

答

地
域
移
行
を
推
進
し
て
い
く
う
え

で
、
地
域
の
方
々
の
協
力
が
な
に

よ
り
も
重
要
と
考
え
て
い
る
。

 

河
野 

英
美 

議
員

　
　
　
　
　
　
　（
志
友
会
）

○
南
中
学
校
と
早
野
中
学
校
の
再

編
に
つ
い
て

令
和
８
年
４
月
に
統
合
が
決

定
し
て
い
る
南
中
学
校
と
早

野
中
学
校
の
校
舎
整
備
の
事
業
費

は
１
億
７
千
万
円
余
と
の
こ
と
だ

が
、
市
道
１
級
８
号
線
の
通
学
路

整
備
の
状
況
と
完
了
予
定
に
つ
い

て
伺
う
。

整
備
の
状
況
に
つ
い
て
は
、

昨
年
度
か
ら
道
路
拡
幅
部
分

の
擁
壁
工
事
に
着
手
し
、
現
在
、

歩
道
整
備
を
含
む
道
路
整
備
工
事

を
実
施
し
て
い
る
。
完
了
予
定
に

つ
い
て
は
、
令
和
７
年
９
月
の
完

成
を
目
指
し
て
い
る
が
、
一
部
工

事
に
着
手
で
き
な
い
箇
所
が
あ
る

た
め
、
引
き
続
き
用
地
取
得
等
に

努
め
て
い
く
。

そ
の
他
の
質
問
事
項

（
向
後
　
研
二 

議
員
）

・
避
難
所
非
常
用
電
源
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
待
機
児
童
に
つ
い
て

・
令
和
７
年
度
予
算
編
成
に
つ
い
て

問答

○
本
納
地
区
の
地
区
計
画
に
つ

い
て

本
納
駅
東
地
区
は
、
平
成
15

年
に
都
市
計
画
決
定
さ
れ
、

そ
の
後
、地
区
計
画
に
転
換
し
た
。

そ
の
間
に
納
め
ら
れ
た
都
市
計
画

税
は
概
算
で
３
億
円
に
も
の
ぼ
る

が
、
20
年
以
上
が
経
過
し
た
現
在

も
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
整
備

が
進
ん
で
い
な
い
。
そ
こ
で
地
区

計
画
の
現
在
の
状
況
に
つ
い
て
伺

う
。

地
区
計
画
の
区
域
内
に
お
い

て
、
建
築
物
の
建
築
、
工
作

物
の
建
設
、
土
地
の
区
画
形
質
の

変
更
等
を
行
う
場
合
は
、
届
出
が

必
要
と
な
る
。
現
在
の
状
況
に
つ

い
て
は
、
地
区
計
画
決
定
後
の
平

成
29
年
度
以
降
の
届
出
件
数
は
８

件
で
、令
和
６
年
度
に
つ
い
て
は
、

新
た
な
届
出
は
な
い
。

問答そ
の
他
の
質
問
事
項

（
河
野
　
英
美 

議
員
）

・
新
規
就
農
者
獲
得
と
支
援
に
つ
い
て

・
本
納
地
区
の
水
害
対
策
に
つ
い
て

・
本
納
小
学
校
と
豊
岡
小
学
校
の
再
編

に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
事
項

（
平
　
ゆ
き
子 

議
員
）

・
国
保
に
つ
い
て

・
就
学
援
助
の
拡
充
に
つ
い
て
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第９回議会報告会
２月２０日（木）、事前に撮影した第９回議会報告会の映像を配信しました。
この議会報告会は、市民の皆さんに分かりやすく、より開かれた議会を目指して、平成２８年４月に施

行された茂原市議会基本条例で、年１回以上開催するように定められています。
今回も引き続き、インターネットでの録画配信としました。
また、市民の皆さんから事前にいただいた意見の一部を紹介しました。

【紹介した市民の皆さんからのご意見】
●市内の道路や市道でも、街灯が少なく市全体的に暗く感じます。防犯灯は防犯意識の向上と交通安全上

大切なことではないでしょうか。市議会でも「安心して暮らせる茂原について」議論していただきたい。
●一般質問を見ていると質問者が「資料をご覧ください」と言うことがあるが、インターネット中継では

その資料を見ることができない。画面上でも、見られるようにしてもらいたい。
●議会報告会は、市民も参加して質疑の場も設けて実施していただきたいと思います。そして当日参加出

来ない市民のためにインターネットでも配信するようにしていただきたいと思います。
●茂原市の防災無線の放送は、「キンコンカーン」と音を鳴らしてから放送されますが、私が６年前移住し

た時に聞いたときは、非常時のお知らせ音かと思い、驚きました。児童の下校時は、オルゴールなど他
の音に変えてはどうでしょうか。

　※他の意見については、下の二次元コードからご覧ください。

【視聴後アンケートに寄せられたご意見・ご要望】※３月３１日〆切
●ありがとうございました。とりわけ特別委員会報告は詳しく進捗状況が分かり良かったです。また視察

状況の報告も参考になり、視察の結果を生かし委員会として課題解決のため議会において市への施策提
案をお願いします。

●図を映しながら説明があり、分かりやすかったです。
●録画配信も良いが、対面で開催してもらいたい。

※ 第９回議会報告会の
録 画 映 像 に つ い て
は、現在も視聴可能
ですので、こちらの
二次元コードからご
覧ください。

本会議は一般に公開され、どなたでも自由に
傍聴することができます。

また、本会議はインターネット中継でもご視
聴いただけます。一般質問の議員名の下の二次
元バーコードから茂原市議会の録画配信ページ
にアクセスでき、各議員の一般質問の映像がご
覧いただけますので、ぜひご視聴ください。

議会図書室では、市議会会議録や予算書、決算書などの行政資料が閲覧できます。

議会報告会撮影風景

次回の定例会は６月４日（水）から開催予定です
日 月 火 水 木 金 土

6/1 2 3 4 5 6 7

【開会日】
・会議録署名議員

の指名
・会期の決定
・議案の上程説明
・ 請願 , 陳情の上

程後委員会付託

8 9 10 11 12 13 14

【一般質問】 【一般質問】 【議案質疑】
５名の枠を
設けます

５名の枠を
設けます

・ 議案質疑後委員
会付託

15 16 17 18 19 20 21

【閉会日】
・議案等の
   総括審議

ご視聴は
　　こちらから


